様式９

認可保育所運営にあたっての考え方
○　提案物件において整備・運営する認可保育所についての考え方を、本様式上にまとめてください。１～１９の欄に記入の際に、現在運営している施設の提出書類で参考になるものがあれば、その書類番号のみを記入することとし、新たに書類を添付することはしないでください（下記記入例を参照）。また、これまでに既存園の取り組みにおいて、課題を解決し、より良い保育に結びついた事例等があれば併せて記入してください。

    なお、「１８ 提案したい事業」の欄を含め、本様式によりご提案いただく内容全ての実施をお約束するものではありません。実施事業の決定にあたっては、世田谷区との協議を経ることが必要です。

	《記入例》

当法人は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　【参　考】書類№３０：「園便り△号」


	開園予定日及び想定定員
	開園予定日　令和８年４月１日

総定員　　　　　名

０歳

１歳

２歳

《定員設定及びクラス編成に関する考え方》





１　新たな認可保育所運営に当たっての基本的な方針や目標
	


２　年齢等に応じた保育内容及び保育計画、指導計画、年間行事

	


３　子どもの健康・衛生管理・疾病等の対応（与薬のルール等を含む）

	


４　子どもの安全管理（加入予定の損害賠償保険の種類・賠償額等を含む。）

	


５　給食、アレルギー対応（具体的に想定されるケースとその対応）
	給食外部委託　（   有　 ・　 無   ）
	

	


６　家庭との連絡・連携、保護者の意向の反映

	


７　苦情対応の体制

	


８　職員の育成（研修計画）

	


９　職員の健康管理・ワークライフバランス

	


１０　障害児保育

	


１１　１０以外の支援を要する子どもの保育
	


１２　支援を要する家庭への対応
	


１３　保育所における防災に向けた取り組み・保育所の担う防災的な地域貢献
	


１４　地域との交流・連携の方策や地域の保育所としての役割

	


１５　整備・運営にあたっての近隣への配慮や地域との関係づくり

	


１６　保育所整備にあたっての工夫やイメージ
	


１７　経営状況の悪化、賃借する物件の抵当権の実行等により保育の提供が困難になった場合の対応
	経営状況等の悪化や賃借する物件の抵当権の実行等により、保育施設を閉鎖しなければならない場合には、責任を持って在籍児の処遇等を行います。

	（具体的な対応策）




１８　提案したい事業（ある場合のみ記入）
	


１９　前回の応募からの変更点や審査において、指摘を受けた事項に対する改善状況（以前に応募したことのある法人のみ記入）
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